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V -1 小麦主体+1i二地 (A農家)
V 2 小麦主体+I~I 家乾燥 (B J史家)
V -3 ):Il!作 4IWII~I + 1室i芸作物(楽草・果樹)
(C 農家)





1 -1 I~I 的
北海道トJ券1) は， EI本最大の):1作地j或である. 2005:t1三時点、において， -I-)J券における耕地面積は
25.6万haであり，北海道全体の 25%，全国の 5%に達する(北海道開発局荷広開発建設部 2006)
耕地問積のうち 99%をよ1が占めるが，その而積は北海道の 44%，全国の 12%に達する. また.十IJ券
の農業生産額は， 1990 年代を通して 2500億円前後で推移し北海道全体の約 4分の lを占めてき
た.北海道農林水産統計年報によると， とくに 2004年の農業生産額は， 2640億円と過去最高になっ
た 主な農産物とその農業産出額は， ):1作物では，麦類 (339億j司)，工芸作物 (303)，イモ類 (256)， 
野菜類 (220)，豆類-雑穀 (160)であり，否産では，乳用牛 (877) と肉)=IJl:二 (246)であった なお，
工芸イ'I:q却のほとんどは 製糖原料となる甜菜(ビート)である
十J券の農家数は， 2005 i:1三時点において 6740戸であり J支局ミ一戸あたりの経営耕地問積は約 36ha




i玄分される j支局どが最も多く，次いで 2 千万円~3 千万円に i豆分される農家が多い. とくに販売金額が
l千万円を超えるi史家の割合は，日本の平均が6.2%であるのに対してートj跨では86%に達する.しかし，
炭業就業人口は年々減少している 2004年時点の農業就業人口は 20.760戸であり，そのうち 39.5%
を60歳以上が占めている.農家戸数もまた， 1980年には 1，705戸だったのが， 1990年には 9，954戸





























減と収主主伯ニ向一!こに与える影響を指摘した. その結果， 25 ~ 35haという平均規模の経営では，耕地面








の農家へのlil'Jき取り調査から解明している この研究では， 1990:i'I三時点において， 自立経営(年i的





























たものである.大1Ji1.i突如何乍皮4家は， ト H奈平日!}ゃ i1~ ~;JII t:i地に集iいすることカすわかる.経営耕地出積規
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2000 年!止界 J.誌林 ~}f~ センサス， 1よ!t~~)~集落カードより作成
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において，小麦，馬鈴薯，豆類， jf;IJ菜は， JllI作41日と呼ばれる主要作物である 1iJIヲE対象とする十勝
支庁において，これら1:/1作4III~!I の作付加績が 100l1 a を越える!日-rIJIHTi;j"と農業集務は次のとおりである
(1)麦類:吏j)1j村(農業集落名旭i亙，香川区 2，北吏;)IJI玄.吏 jJ Ij束 r~: ，東栄 i三平和 i玄)，音吏 IIIT (1:1~1 
葉，北駒場，大!白東士お元林・ ~I ヒ)， J 1 T!lHJ CIヒ広Y!}，大工IZ，*美栄， T-tLI二帯広) 大:II村 (JJ、平
第二， )[1賀，東)，幕。 ~IJIIIT U日ijl主i仁IJ央，新JII.誠手[1)，中札内村.(常1広東戸蔦)，本)JIj111]ー(美 ll~)JI Ts:j) ， 
芽室JIT(共栄)
(2) イモ類:吏別村(農業集落1:1:)巴区，香川区 2，吏jJIj東区，東栄!三平手[1互に JI西村(北広野，
大工IZ，京美栄)， 大:I[+:J'(tJ、平第二， 加賀， 束)， 1:1:しiブヲ村 (新生， 常fi; 仁i吋U札 束戸蔦r1南持常常，盤)，
幕z別仰Ij引j日i問!討町りT(ω弱新;行j川i日1.誠和)， i主川浦抑n市i口炉ドi幌毘刷4村;守:1'01珂i日別5ヨり)， 二ゴ士iとごi幌l持院閥;晃尉E引JI問!討町Ir(仔王司平IZ弓手和i日ω]υ)， ブ大丈樹4←村、〈司:1'(は耳束ミ羽叩手布和1:日ω:1リlけ)， 仁i
栄)
(3) マメ先類~1 更別村村.(心f農3支ミ業集落名 : )旭』邑凶1引lリj区豆' 香j別i刊1区玄 2 吏臼引別iリj東!豆豆' 東栄!区玄)， 1仁ベ:千干ヤi下い:吋1:しi内ブ有ヨ刊1村せ寸.(弱新r竺ιEヨ生i色ミ' 常常.幣'
仁i吋
(何4)]工仁:芸イ作?乍Z物:寸仁4中i十ド二1吋':しi内有4村サ寸.(弱新rι3生三'常総， 1:IJ1tl有， 東戸蔦， 荷常雄)， 吏~Ij村 (旭区， 吏日IJ東区.東栄区
平和)，音更IT(柏葉.東士手}，元林・北)， J 1西村(~Iヒ広野.大平)，大:îIi:J (力1賀.東)，朝日(;rIi 
1I晃村上士1;t11lT(平和)，芽室IT(共栄)
また， 2004 il三時点において， +JJ券支r'{の市IT村日Ijスケールで作付面積または収穫量:が日本一位の
作物は市)1~m'の fit1菜 (3720ha ， 27.4万トン)，馬鈴薯 (3530ha:作付面積のみ)，ナガイモ (439I1a，




十J券の1:1作は，小麦.馬鈴薯，豆類， jf;1菜，飼料作物で全作物の作付面積の 94%を占める (2004i:1三)
これらの作物のなかでも，作付面積が全Iに占める割合が高いのは，インゲン (77%)，剖菜 (44%)， 
小豆 (42%)，馬鈴薯 (33%)，小麦 (26%)である(北海道13g3全局帯広開発建設部 2006a) これら
の作物は， -I-J券のよ1作物4， I~~， I~I と呼ばれる.ここでは，北海道十勝支r=T監修 (2005)，北海道十勝支
庁 (2006)，北海道開発j弓;帯広開発建設部 (2006a) をもとに， 2004年時点における畑作4品目の生
産の特徴(作付面積 収量，品種， UJ荷先)を述べる
十J券における小麦の作付面積は 44，700ha (2004年)であり 前年よりも 600ha増加した 全道の
小麦作付面積に占める割合は 39%であった.収穫量は 244，700トン， 10aあたり収量は 547kgであり，
fI: ?J[. i旨数は「良jであった.小麦の品種は， 1997年以i年，チホクコムギから，成熟期が早く多1[又性
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出i菜の作付Tm積は 29，800haであり，全道に占める割合(作付面積)は 44%，収穫量は 209万トン
と過去最高を記録した. 10あたり収量は 7040kg，根i仁二千干判十:
だだ、つた. 部郎i菜の主な品右租種fIの害割リ合は' えとぴりかが35%，アーベントが 16%，スコーネが 13%であっ
た. ilH菜1Ji!fの製糖工場l之芽室lHTのE:!本吉li菜糖業芽室製糖所 清水ITのホクレン清水製糖工場，本日Ij
IlJの北海道製糖本JIJ製!均所で、ある.砂糖の生産量は， 日本部i菜糖業が208，098トンで 3工場の 59%を
I~î めた.製糖工場における活11莱の裁断HJ3IM} は 10 )11:1句から 4丹上旬であり，製糖期1M}は 10月上旬か
ら4月上旬(日本精t1t:iは6月下旬)までである.部j'菜1W!iは家庭用甘味料のほか，チョコレートやケー
キなどの洋菓子類の原料として販売される








ズが 67%，きたのおとめが2お8%でで、あり' これら 2つの♂品l種で、9害割IJlιU以J孔J，、u一j上iヒ二を i占主iめる. -!J券産の小豆は品
質が良いことで知られ，和菓子の製給原料として販売されることが多い.なお，十)J券で、は小豆のこと
を「しょうずJと1乎ぶ.いんげんの作付加積は 8.370haであり，収穫量は 21.300トンであった イン
ゲンのi弘磁は，大正金1寺が37%，福J券が29%，雪手亡が 18%である. )支が赤色の金1初演は煮豆;:I=Jと
して， )支が白色の子亡先~I は，:;::，飴rFJ として主に販売される
馬鈴薯のflミ付TrüH引ま 22.600ha であり，収穫量は 91 万 l 千トンであった}~~鈴薯の作付面績は減少
傾向にあか前年にくらべて 700ha減少した 全道の馬鈴薯作イす面積に占める割合は 41%である
10aあたり収量は 4040kgであり，作況指数は「やや良Jであった.馬鈴薯の主なr目途)JIjII~II I~I の割合
は， !:Jミ食用が 28%，加工YFJが 35%，でんぷん原料用が26%，種子.mが 11%であった. また，主な品
種の割合は，で、んぷん力n工用のコナフブキが25%，力1工用のトヨシロが23% 生食J:I=Jのメークイン
が 19%， ~I: 食 nJ の男爵が 11%であった 加工用)!!~鈴薯の販売先は約五市のカルビーポテト株式会
社(主な173j!日:じゃがりこ，マッシュポテト)， J A士IJ}tIIlJ(ポテトチップ，フレンチフライ.コロッ
ケ，ポテトサラダ)，芽室'1]'のJAめむろフーズ(ホールポテト，ハーフカットポテト，じゃがノてター，
フライポテト)，吏 )jiJ村の吏日 IJ 食 111~11 (フレンチフライ，カットポテト ポテトピザ)などである






北海道東部に位置するト勝支庁は， 2007年 1月現在， 1市 16IT 2村で構成される.支Jl-=域の西部
と北部は，それぞれ日高LU)JJ長と大雪山系により上)1， E:Ji高，網走の各支庁とi玄切られる.東部は白糠
丘陵を介してMllli~名支庁と接し南東部は大西洋に接する.総面積は約 1 万 i 千 10112 であり，北海道




候所(海抜:38.4111) によると，年平均降水量は 920.4111111，il三平均気祖は 6.50C 最寒月(1月)の平
均気混は _7.70C， 最i援月 (8月)の平均気温は 20.00Cである(1971il三から 2000年までの平均値).作
物の生育Wj(5 ~ 9月)における積算温度は 24420C， 1峰水量は 539.5I1m，1ミi照時1o¥]は8621J寺!?りであ
る.年I'M]降水量は，北海道で、は網走支庁に次いで、少ないが，その半分は作物の生育期i習となる夏季の
降雨である.また，降雪の19J1=が 11月 16日，終日が4)'=J 27 13であり，霜の初日が 10月41:1，終日
が5月21:1である 長期積雪は，初日が 12月61=，終日が4月41:である.年1o¥]1:1 !!何時間は 20161時
間であり，東京の 18471時間，札幌の 1775時間よりも長い. rJJJ也や海岸に近づくほど1=!~何時間が少な
くなるため，北部.ilIi部の山麓音1$または南部の沿岸部で、j路農経営の割合が多くなり，平野部では耕種






部では比較的高温の日がつづく 1924 (大正 13)年に帯広で記録された 37.80Cは，北海道の最高気
温である.秋季から冬季にかけては降水量が少なくなり，積雪も多くないことから，農作物が地下凍
結の被害を被る年もある.なお，帝広では， 1902 (明治 35)年 1丹に -38.20Cという日本で2番!ヨに
低い最低気温を記録した






2005 ~q三時点における十勝支r='f-' の人口は 35754 千であり 人口密度は 32.7人Ikm2である.そのう
ち，帯芯市，音更IT，芽室町，幕7J1jIJー からなる帯広圏の人口が73%を占める.なかでも，亮;広市の
人口は 17万3千に達し 十勝支r=j"::の 48.2%を15める.花:広市における 2000年の産業百Ij就業人口の割
合は，第一次産業が4.1%，第二次産業が22.3%，第3次産業が7l.3%であった.帯広市の人口集中
市区は，面積が4l.9km2であり，主な支r'j"所在都市からの距離は，針1路が 125km，北見が 176km，旭
川が 182km，網走が 190km，苫小牧が 196km，札幌が21Okm，根室が245kmである
第2IZ:Iは J刻寸前査を実施した帝広子I=の市域を示したものである出:広市の標高は，ートJ奈川の 30m























9!1妥夷の分領支配により十勝東部を割り当てたれたi引商務は， 1 ト勝 I~l~業方j を設誼し堀小ImJ;!I~を
責任者として 6戸8人の開拓団を派遣した. 1870 (明治3)年には，大麦や大n誌を試験的に栽培したり，
アイヌに耕作道具を貸し出したりして，農業をはじめたが，イナゴの襲来などの災害もあり， Wn積は
増えなかった.十日券の本絡 1'1<:1な I~m拓は，静岡県賀茂吉I~の依 EB勉三を中心とする I 1如支社J が開拓 I'II を
組織して市広に入植したことにより始まった l~éJ友子j:の依田勉三と鈴木銃太郎は， 1883 (1列治 16)年，
札内)1と常広川が合流する地域の開拓を札幌県庁に 100万坪の開拓を出頗し， 1885 (1明治 18)年に 3
万坪の開拓が許可された(帯広市2003). I~é)支社は 50 年 11，1] に炭~~~I:地 6851l1]'と牧場 1580 1]'を拓き，数々
の事業を率先して行い，十)J券産業のjjl動力となり， 1932 (昭和 7)年に解散している
1892 (1明治25)年には，北海道庁による植民地i玄画が行われ，その翌年に十勝のJ]烈1'に碁盤目;1犬
の計画された市街が設計された.当時は，下帯広村とよばれた市街地外縁部には， ) 1 iLC外二群各村・戸
長役場が置かれた 1896 (1明治 29)年からは，植民I:R価値の貸付.(植民地i豆町貸し下げ)が17似合され，
富U-I~~~や岐阜県なと\本ナ1'1 からの I~lg拓移民によって I~丹墾が行われた. 1907 (明治40)年には，帯広
と旭川とを結ぶ根室本線がI~fl 通したことにより，生活物資や農産物の輸送がP=J j'l~]，化され，移住者が
さらに増加した. 1921 (大正 10)年には，帯広IJ役場が4万7千円で建設され， 1933 (昭和 8)年4
月11引こは，道内 7 番目の市政が路行された(北海道十勝支)l~ 2006). なお，帯広市は， 1957 (昭和
32)年にJlIiLq村と大正村を合併して人口 9万3干に達し，その後 10年間に 13万人まで培力nしている
(;帯広市議会事務局編 2005)
1914 (大正 3)年にはじまった第 1次世界大戦により，農作物は高騰し，とくにインゲン豆やエン
ドウ豆の生産・販売に関わる f豆成金jが現れた. この時代，青疏豆か熊本隠元豆をー俵つけて帯広
子存外に出ると， I~I米一俵のほかに所有の八斗樽と石1111二縦入一箱買って， まだ釣り銭がたっぷりきた







ここで，農村誠査を実施した)1西村における開拓の歴史を， ) 1 il村役場(1956)をもとに概観する
)li吉村一布:はウエカリップ(アイヌ諾で笹原という意味)と呼ばれた潤葉原始林であった 村の歴史
は古く，東蝦夷日誌によれば，徳川幕府藍li害時代の 1858(安政5)年7月13日に，蝦夷地探検の任
を受けて本道を踏査した 9!1!i夷地 1~11 拓御用掛の松?fItr武 1m自己が，歴舟にて大樹をへてこの地に至り，札内
)1下流の地を宿泊場所とした. これが)llï~ï~寸に和人の足跡を印した最初であり，その後，舟揖)1 1. -1
48 
勝)1を遡って17ヨ地移住者がiqvr次帯広付近に増加するとともに 1895 (明治28)年頃志賀県人の移住
するものがあった さらに， 1897 (明治30)年に岐阜県からの団体54戸の入植と共に，富山県，三
重県より団体移民が札内)1沿岸へ移住し初めて開墾に従事・定住し，依頼年と共に移住者が増加し
て今日に至った.当初は帯広外 11か村戸長役場の所轄で、あったが 1902 (明治35)年4月1日から
常広外4か村 u二帯広村，売買村，幸震村，伏古村)を区域とする大正村が分離した さらに， 1924 
(大正l3)年2月1Iヨには，札内)1と戸〕草加)1よりも}習慣IJの地が)1西村ーとなって北海道二級町村fl討を
施行しその後， 1838 (昭和 13)年4丹1日に北海道一級1ITi;Jー となった.
亜-2 昭和における畑作物の変化
1930年代の十勝農家を描写した戯曲 f火山灰地jには， Iあれい，雪よ除けの車でないか，変わっ
た形だね， ありや・・・あんた， ほうれ， トラクタアだよ， もとどート工場にあった・・・ありやアメリカ
裂ですよJとあるように，すでに昭和代の初期に，アメリカの大農場経営方法が十Jmで、試験的に導
入された 1937(昭和 10)年に，北海道製糖株式会社(現在の1::1本甜菜製糖株式会社)が，部i菜の
増産を図る I~I I:守で、ホイー jレトラクタ-25 台とイ~-Il近機械一式を導入したのである しかしその経営
は大きな成功にならなかった.本格的なトラクタ一時代が訪れたのは. 1960年代以昨であり， とく
に農家 1戸に l台のトラクターが普及した 1975年以降になると，農耕1:)=自のj誌は姿を消した(帯広市
2003) 






マメ類の作付面積は再び増加したマメ類の作付面積は. 1949年の 3775haから 1951年の 1，878ha
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1960 70 80 90 2000年
第3図 帯広rl'Jにおける主要畑作物の栽培茄積の変化
農業センサスより作成
たのが 1980年には 2580haと， 10年間で6倍に増加した. また， 1960 年代後半から土器力J]した馬鈴薯
も， 1980年には約 2500haに地加した.このようにゆ80年を境として，最大の作付面積をもっ作物









小麦には約 40%の水分があるが サブ施設に出荷されると水分含有量が21%に下げられる このサ
ブ施設での半乾燥処迎の後，小麦は帯広市西22条南 1了jヨにある農協の西帯広事業所の大型エレベー




のコンノYインカ'{2 ~ 3台保管される. これらのコンノてインは 200馬力をJ也えるタト盟主主のものであり，
50 













収容量・処~1日能力: 7556トン)，ノト麦パラ保管サイロ (24基， 11，400トン)，本乾燥施設 (5棟， 155 
トン 11寺)がある. また，マメカ~lの出荷すl'J:成 }Ijf (2棟， 5138トン)電光選別機 (3系列， 9760トン/年)，
小袋詰工場(l棟， 57，250袋11:1)，馬鈴薯の低温貯蔵庫 (2材!， 4100トン)，食j有馬鈴薯選j)1j工場(l
4涼， 58トン/日)も併設される
第412:1は， ;iTI:}Liliの農業集落界を示したものである 帯広市の!日市IJ村における農業集落数は，
}I西村が 56であり IE帯広市とブミ正村がそれぞれ24である.本稿では IEI)I西村の範囲を;治広市)1
i!Ii村とする. ) 1 im地区の耕地は，襟高約 90~ 250 1の範121に分布する
第 i 表は，土地利用のサンプル調査を実施した )11~ï地 i玄を対象として， J農業集落における販売農家
の民家数と経営耕地問桔を示したものである.第 412:1と対応して，番号が大きいほど市街地から離れ
た出世i部の農業集落となっている. これをみると J.長家あたりの経営耕地面積は，南西部ほど高くな




の実地日は， 2006 ilニ7月61:1である. 12:1復の範ITは，開拓道路のTm1線， Tt1:i 3線， 14号， 15号にIT
まれた地域であり，海抜は 100~ 110111で、ある.これは， 300 1M] (545111)間隔で交差する碁盤白状の
開拓道路によって，正方形に区切られた区画の 2つ分に相当する. この正方形のi豆画は， 500111を越
える長さで[I玖を切ることが可能であるため，大型機械で、の耕作に適している. この範囲で栽培されて
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第 51~1 bは， JI itJ:i地区の北東部， 1:1高山J長に近い地域の土地利用を示したものである.土地利用調
査の実地日は， 2006年 7月7EIである. I~J復の範ITII は ， m~1右道路のïLEî 1 kJR，国3線， 40号， 4]号に










販売i匙 農業就 経営耕 販売農家 貸付耕地 トフク
暴行戸) 事長人口 農業従事 i興業就業 地部積 作付面積 あたり経 面積 ター番 (ha) 営耕地 (ha) 5上01(351J、
ウロデ
集落名 150 日以人口60
表類 I'ん (ha) 上の:説会 議以上の(0/0) 割合(0/0)
5東'iJIj)奇 8 26 31 50 124 50 17 16 19 17 16 12 
7 IJニ稲i王i 7 23 74 43 115 36 5 20 21 1 16 5 1 
8下Jllili 7 15 100 47 110 36 7 26 24 10 16 。 1 
9第二中別府 10 26 85 35 174 45 35 6 12 22 17 5 25 
10 第一1'1コ別府 9 21 81 52 148 73 13 6 33 21 16 。 14 
12 JIiJ_4 6 16 69 44 105 42 。 8 13 9 17 。 15 
13 7JIj}符 17 49 65 41 313 105 62 39 56 46 18 2 34 
14 新生 8 19 63 21 113 34 7 20 5 21 14 。 16 
15 南JliL4 8 26 85 27 125 42 19 28 13 21 16 。 20 
16 fti基松 13 42 76 29 409 44 44 36 36 80 31 4 25 
17 西豊百 9 22 82 23 220 68 34 13 38 31 24 。 26 
18 東i豊百 8 32 69 34 231 56 46 37 51 18 29 。 22 
19 本捜部 10 33 79 36 228 17 8 36 8 1 23 5 19 
20 7十7堂西 8 20 80 55 137 36 25 35 20 19 17 1 17 
21 北基松 18 66 77 36 415 175 81 22 71 63 23 l 63 
22 東富士 17 48 77 42 370 101 63 68 58 13 22 17 41 
23 Iード富ゴご 7 25 68 44 224 63 38 22 21 6 32 。 16 
24 南富士 17 58 67 34 488 156 70 83 73 33 29 。 59 
25 北上;市広 6 18 61 50 135 48 51 9 20 。 22 21 12 
27 東上;w，広 9 33 61 33 342 122 77 33 69 。 38 。 35 
28 西富士 7 22 64 50 237 91 46 29 33 5 34 5 22 
29 京美栄 16 59 68 27 492 112 110 76 98 30 31 。 55 
30 東法)1 10 31 90 32 286 81 61 50 62 21 29 13 26 
31 荷上;信広 16 53 94 30 529 160 97 50 85 12 33 。 55 
32 i呂美栄 12 43 91 37 362 88 78 41 74 24 30 14 40 
33 ゴヒ行lfJlI 8 23 78 30 219 62 45 21 52 10 27 20 24 
35 ;1ヒrtWJ 20 67 82 31 645 120 127 124 119 36 32 12 73 
36 :日JおlfJl1 12 41 80 29 402 127 85 70 88 15 34 5 37 
38 南!ζtlJ 21 69 78 43 537 123 87 72 90 35 26 29 54 
39 大エF 13 39 87 41 404 143 115 22 104 1 31 7 36 
40 北上Iilfjl 1 31 84 48 278 97 56 53 41 10 25 6 23 
41 北八千代 16 43 88 47 403 70 15 79 35 44 25 5 29 
42 語大工1;: 7 19 100 21 298 144 。 67 19 15 43 3 24 
43 1菊大平 7 22 100 32 225 84 45 1 55 23 32 。 18 
44 I:IJこちifJl 13 47 79 32 358 124 59 58 72 3 28 20 31 
46 西上清川 6 22 95 41 202 78 33 29 27 34 。 15 
48 百八千代 7 22 95 27 285 64 52 39 36 l 41 4 22 
49 上八千代 6 14 93 7 116 27 25 14 12 10 19 7 7 
51 拓j主 7 13 100 46 157 。 。 。 。 1 22 。 17 
53 西岩戸 6 15 73 40 143 55 38 16 31 2 24 15 13 
54 東岩戸 6 24 63 38 254 103 46 19 51 10 42 4 16 




















































IV -2 ~友j苦 j膏
1) j:1lI作 4il~~1 自の栽培j奮
第61Z1は，帯広市における:l:1II作4III~II~ の栽培j奮を示したものである.これらの畑作物栽培では，育
ï3~ï. lij I泊三収穫なととの農作業が3月から 11月まで継続する.農作業がとくに集中するのは， 7月中
旬から 11月下旬までの収穫期である.11月下旬頃から翌年の4月上旬までは積雪があるため，畑作
物の 2毛作は行われていない.以下，ートIJ券l宇部地IR農業改良普及センター (2002) をもとに，よlJl作4
I~~ @の栽培j奮を説i到する
冬小麦(現地では秋まき小麦という)は，9月中旬から 9月下旬(10~ 25日頃)にかけて播種される
播種する桂子の量はlOaあたり 5~ 11kgであり，遅蒔きになるほど種子の量を多くする. 10 月上旬
から 10月中旬にかけて 除草剤の散布があり 11 月1:こi句には雪腐病の防除がある. 3月上旬頃に融
雪タンカルやアッシュなどの散布による融雪促進作業があり，雪解け後の 4月中旬から 5丹上旬にか







第 6 図帯広市におけるよ1 I作 4IW， I~1 の栽培暦 (2006 年)
;市広1'1')農業技術センターの資料および聞き取り調査より作成
55 
!坊 I~~があり， 7月下旬 (7月25日頃)から 8月上旬が収穫時期で、ある.小麦の場合，作付面積が広い
にも関わらず，収穫の時期が集1=こiすることに特徴がある.なお，帯広市)1 [当地涯の事例では，小麦の
収穫はほとんど生産者組合による共同作業で行われている. また， U-l (1:1高山地)に近い地域ほど，
橋種と収穫の 11寺W~が平くなるという
馬鈴薯は，食1=1=J・力1工j干!ともに， 3月中旬から下旬にかけてi習場の融雪促進と種芋の消毒作業がある
4月 i二匂から下旬にかけては， {谷光催芽の作業がある. これは，初期育成を促進して，欠株を除去す
るための催芽処理である. ピ、ニルハウスを利用する場合，ハウス内部を 10~ 200Cに保温し，コンテ
ナに種芋を入れて日光を当てるものである.催芽処理された馬鈴薯は， 4月下旬から 5月上旬にかけて，
トラクターに牽かれた専用プランターによって臨場に槌え付けされる. 6月上旬から中旬にかけての
培土作業 (25cm程度の覆土)，その後の病虫害のi坊!徐を経て， 8月下旬から 9月下旬にかけて収穫さ
れる.とくに種芋の生産で、は 病害虫の予防に細心の注意が払われ，関係者以外のi習場への立ち入り
が禁じられる
大豆の播種の時期は 5月中旬から下旬である.これは，地温が 100C以上になり I挽霜害の危険
性が小さくなる時期である.播種の量は，小粒種が30~ 35kg/ha，仁i二i粒種が60~ 90kg/haである
大豆の栽槌密度は，収穫機械の種類によって異なる. ビーンハーベスターなど，従来の収穫機によ
る l'慣行収穫jの場合，畝と株の間隔は 60x 20cm，または， 66 x 18cmとする 近年導入が進んで、
いる汎1=丹またはマメ専用のコンパインを使用する「コンパイン収穫jの場合，畝と株のIiJ]隔は 60x 
16.5cm，または， 66 x 15cmとする. コンパイン収穫の場合，密植して着爽の位置を高くするために，











小豆の栽培j奮の場合，矯種から除草.I坊除の時期は，大豆とほぼ同じである.播種の量は， 30 ~ 





い作物であるため 排水不良の盟場での栽培には向いていない.豆類は 5~6 年の輪作で栽培され
輪作の体系にはトウモロコシなどのイネ科の作物が取り入れられる
甜ー 莱の栽培j奮は， 3 月仁iコ匂に育ï~Î3m ピ、ニルハウスのf!J1j作から始まる. ピニルハウスは自然光による
温度が上昇しやすい南北棟であり，その中に播種用のペーパーポットを設置する -:L:'IZ (3m2) あた
りに，本i富10a分 (7000粒)の1誌が植えられる.ハウス内で育苗されたlit莱は， 4月下旬 .5月上旬
頃に移槌される. 6月から 9月上旬にかけて，イネ科と広葉雑草の徐草作業 ヨトウガや褐斑病など





夏季の猛暑による皐魁で):1作物の収穫量が減少した 2001 1':三は 9丹の早霜によってマメ類の収穫が
遅れた. 20031':三は春先の天候は良好であったが， 7 ~ 8月の低温と日照不足により，マメ類の収量が
減少した. また， I可年の8月上旬には，台風が_Iこi堕して広い範囲の畑地に被害が出た(北海道十勝文
r'j:!i主修2005)
第2表は，ー トj除支JT'農政認が発表した 2006{I三7月11::1時点の農作物の生育状況である. 20061':三は，
6月中旬から下旬にかけて天候が不服だったため，すべての作物で生育が遅れた.子f広市における 6












梓長 88.8 cm 104 平年並み 遅8日
冬小麦 穂数 787.3本/n1' 108 やや多い
11長 8.1 cm 89 短い
ジャガイモ
~l~ ζ 36.8 cm 81 短い 遅6El 
茎数 3.3本 99 平年並み
草丈 36.8 cm 91 やや短い :1竪51:1 
ビー ト 葉数 15.6本 92 やや少な
し、
大豆
草丈 1.8 cm 79 短い j!i 6 Iヨ
葉数 2.0本 65 少ない
/J、-tuコ- 草丈 3.8 cm 59 短い j!i 9 1:1 弓オ'，ミtミtY: 1.1本 45 少ない
手亡 草丈 6.1 cm 84 
短い 遅71:1
葉数 1.3本 55 少ない
金Il寺 草丈 10.1 CI1 72 短い 遅81:1
3定数 1.3本 53 少ない
十勝支庁農政課の資料より作成





料及び料金 (42%)，肥料 (17)，J農機具・自動車(14)，農薬(17)である 小麦の 10aあたり収量は.





道十勝支r=y:監修 (2005)によると， 2004 il三時点の十j捗において， 50 馬力以上の大型トラクターが全
台数に占める割合は 76%である.農家一戸あたり 3台のトラクターを所有しそのうち 2台が50馬
力以上となる
j詩鈴薯(加工FI=J)の 10aあたり生産費は 5万9千円であり，そのうち物財費が約 8部を占める 物
財のなかで割合が高い項@は，種ï~Ëï (26.1%)，農機具・自動車 (25.8)，肥料(17)，農業薬剤(16)
である.程ï~Îの占める割合は，よ111作 4 I~~j 自のなかで最も高い.馬鈴薯の 10a あたり収量は 4507kg であり，





〕貰iヨ J]司自の内訳 小麦 )~t 鈴署: !il莱 大豆
物H~ 資 46，869 45，351 57，756 42，744 
種13:1 2，618 11，836 2，537 3，825 
)J~~q 8，089 7，763 18，129 6.917 
農業薬剤 5，152 7，213 8，824 4，642 
光熱動力 1，182 2.416 2，735 1，997 
その他の諸資材 713 155 4，267 500 
土地改良及び水利 180 165 304 2，598 
貸借~q 及び料金 19，542 785 2，856 7，617 
物件税及び公誤差t 1.463 1，825 1，683 1，584 
建物 1，028 1，161 2，098 1，627 
農機具 自動車 6，569 11，694 13，934 11，037 
生j主 ~ì~: :f:m 333 338 389 400 
労働 ~Ji 4，765 13，879 24，919 19，465 
生産費合計 51ラ634 59，230 82，675 62ラ209
収量 (kg!lOa) 512 4，507 6，784 228 
キI1JI文主 80，506 80，972 117，069 78.893 
副産物 3，315 。 。 192 
収話I~I: (%) 38.7 40.3 46.6 40.0 
※ JI沼会I~I: は;JIlJIY.入に占める所得の割合
=1ヒ海道j是林水産統計三I:i:トRより作成
が高い項目は.肥料 (31%).農機具・自動車 (24). 1.是業薬剤 (15) である 肥料の占める割合は，
1:111作主要 41日 I~I のなかでも最も高い 百I1菜の 10aあたり収量は. 6784kgに達する.松収益は約 11万
7千p:j. 収益性は 47%で、ある. ï~11 菜の労働費が高いのは，ハウス内での育苗など，移植までの期間に
とくに手間がかかるためで、ある
大豆のlOaあたり生産費は 6752千円であり，そのうち物H行主が約 7tlfJを占める.物財のなかで割
合が高いJ}~i I~I は J業機具. I~I 動車 (26(%).貸借料及び料金(18).肥料 (16)，農業薬剤(11)である
大豆の 10aあたり収量は 228kgであり，組収益 7万9千円，収益性は 40%である. また，労働費が
l主iめる割合は 3~lflJ を越え. 1:1作主要 4111~ll I~I で最も高い.マメ類の栽培には，ホーを使ったカルチ(除
草作業)や. ，1言立て・にお積みなどの I~I 然乾燥作業なと\機械化の進んでいない作業も多い なお，
;-J，ーとは，明治WJの入植II~fから使われている農機具であり，草ì~íIjりとか除草myì~手と呼ばれる.かつ
ては.にお結みしてト分に乾燥すると • H!~ にドンコロを引かせてマメの上を幾度も廻った後で飾(ふ
るし、)と出:箕(とうみ)にかけ. Iy¥ (かます)に入れられた. ドンコロとは，直径約 1メートル，長
さ1.2メートルほとぐの丸太のローラである(布;広市 2003)
2 )帝王営規模と j長業労働力
第 71ぎれま. )1凶地Ixにおける 2つの農業集落について，農家の経営耕地面積と世帯主の年齢を示し
たものである.経常耕地面績の平均は.A地区が 35.5ha. B 地区が33.8haであり， トJ券の平均とほ










号年齢長 U 10 
耕地萄穣日 (ha)








































































2000年世界農林業センサス・農業集落カードによると ， J 1西地主fこ、お地区が26%である16%， 





十勝には普通知iが約 17 万 ha あるが，そのうち排水不良土壌が4 割に達し， 5~6 月の降水にともなっ
て， とくに出菜の収量が低下する. このような耕地では I現渠排水，かんがい排水，土壌改良 J長道
舗装などによって改良する必要がある 市広市の場合， 1974年から 2003年にかけて， 48件の農業生
産恭株主計il卒業が施行され普通'):1の改良が進んだ.これらの事業で帯広市が負担した金額の概要は，
131常事業が 14Hで13億円 (事業費:1.260億P=J)， 道営事業が 121~1二で 130 億円 (567億円)， 1回王歪i問付体三;:'営芭，











2004 il三時点の帝rtmにおいて.権利が移動したJ実地の面績は 534haである その内訳は，売買が
66.8ha， W泣与が78.8ha 利用貸借権の設定が388.4haであった そのうち 農地移動適正化!;砕旋事業
と農地保有合理化事業による売買が20件(16.4ha)，貸借権の設定が 13件 (55.2ha)であった.また，
利Ji=J1私設定等促進事業による不IJnJ貸借権の設定は 214.7haであった なお， +J券の行ける農地の平均
fil格付:1'):1)は， 1985年の 221千円/lOaを最高に年々低下し 2004年には 160千円/lOaとなった.
また， 1haあたりの小作料は， 3000 p:jから 16，000P=jである(北海道十勝支r=j:監修 2005)
3) 1il総支援
農産物の販売{ili格の支援は， 2却O∞O幻7i年1:'三}度支カかミら施行されるiJ1弘A
して認定された j炭支是匂五五家ミに弁対j してのみ重j点主引i的~I均!内守に行行:われる. 担い手となる基準は， 北海道の場合， 経営耕地
面積 10ha以仁の認定農業者になるか，経営耕地面積 20ha以上の集?会営i突を組織する必要がある.こ
れまでの麦作経営安定資金では.例えば2006年度の小麦 (A1等級)の場合 60kgあたり約 2500円
の販売1il絡に対して 6610円の羽山~J ::ili:が，すべての小麦販売農家に有!山~J された 品目横断的経営安定
対策が施行されると輸入農産物と比較して生産条件の不利をネiIJう交付金は，担い手となった認定j実
業者と集落農家だけに支払われることになる.北海道トJl券支r"i_:1監修 (2005)によると， +J券における
認定農業者は増加傾向にあり， 2005年3月31日時点で4217人に達した そのうちの 197人は，農









V -1 小麦主体+借地 (A農家)
1 )経営耕地





借地のうち 9haは，道路を挟んで宅地と揺する近隣のj重i場である.借地の地代は， 10aあたり 1万
円である 長年借りているので，緑肥だけを栽培したり，休閑にした場合でも佑二地料を支払っている
この農家は， 2 lFFの農場と交換耕作を行っている.交換耕作の規模は， 1 I汗は 6ha，もう 1lj汗は約
5haである.前者は麦の専作農家であり，後者は主にゴボウを栽培する野菜農家である.なお，ゴボ






場合，以前のタンクは 1000リットルだったが 現在は 5000リットルである.最近では，マメ類の新










家族構成は，経営者 (48才)，妻 (46)，父 (73)，母 (71)，子供2人である 臨時雇用は述べ60







はすべて農協へ販売している.農業経営の 17:IJ題は，小麦が過剰生産にあることである.手 11~J をかける
ことによって， 1aあたり 1俵の収量を iヨ指している
小麦の種子は 30kgあたり約6千円の価格で農協から購入する.販売価格は， 1俵 (60kg)あたり
9000 ~ 9500 円であり，そのうちが麦作安定資金による補助が6000~ 6500 ITJであった.収穫された
小麦は，集落内の農協の乾燥施設(サブ)に運ばれ，自動で、選別される.小麦の等級は，類型と見た




小麦の場合，平均して 1haあたり 100ほの種子を播種する. 9月中旬までに播種する臨場は， 10a 
あたり 71氾の種子で済む. しかし 10丹5日頃に播種すると， lOaあたり 15~ 16kgの種子が必要で
ある.このように播種が遅くなるi理場は，馬鈴薯の後に作付を行う場合である 小麦の場合，大型の
411ドリルがあれば， 1 1:1に20haの1m種が可能である AJ農家が所有するドリルは 3mであり， 1 1:1 
に15haの播種が眼界である. 120 馬力のトラクターは， 1トンの程子と 2パックの肥料(1トン)を
同時に積載できる. JJ~料は， 2.5haごとに充填しなければならない.種子は， 1 Iヨの充填で 10ha分の
播種が可能である ただし 臨場には若干の傾斜があり，最大積載で、は掃種のスピードが遅くなるた
め，毎回 8ha分の1量子をトラクターに程;むことにしている














ている.最新のフェント社製のトラクターは 120Pt力で イil格は 1200万円だった.A氏は農業機械








この農家の経営耕地は 67haであり，栽培している作物は，小麦 (45ha)，大豆 (6ha)，小豆 (5.5ha)， 







経営耕地は 35ha程度であったが 1972年頃の高度経済成長期に， JII'現地区では離j長ブームがあった
ため，耕地を購入して規模拡大した.両親の世代には マメ 馬鈴薯 ビートを主に栽培していた.
3 )労{動力





麦を主体に栽培a しており， とくに 1982~ 1984年は小麦を 3年1J]専作した.その理由は，小麦を 12
年I'MJ連作したという農家の話を聞いたことから 小麦は適切に管理すれば連作できると雑信したため

































1日に 20haを播種することが可能である. 45haのj習場の場合.3 1ヨで播種することが可能であるが，
























金によれば. 1俵あたり 2，500~ 2，600 円の価格に約 8，000円の補助金が上乗せされたが，新しい政策
が実施されると，その販売額が保証されなくなるかもしれない.また，現在の麦作経営安定資金では，
麦の収量が確定する 8月末には概算金(保証金)が得られる. しかし新しい制度ではそれが10~ 













V -3 ):1日作4品目+園芸作物(薬草・果樹) (C 農家)
1 )経営耕地
この農家の耕地面積は， 80haである その内訳は，小麦 (30ha)，甜菜 (14.5ha)，加工J=I=J馬鈴薯 (8ha)， 






















家族構成は，経営者 (57歳)，経営主の妻 (56歳)，恵子 (31歳)，息子の萎，恵、子の子供，経営
主の父 (75歳)，母 (76)である そのうち，農業労働力は，経営主夫婦，経営主の両親，経営主の
息子の 5人である 経営主の息子は高校を卒業後，市内のスーパーマーケットに 10年1'¥就業してか







センキョウの自動洗浄施設を作ってもらった.収穫後の乾燥は， 10 月末から 12月末までつづく.セ
















V 一 4 1:封知畑:担訓1出I作 411品i
1) ti経任営羽耕耕1:主地血
経営耕地 35.8haであり，主な畑作物は，小麦(9.2ha)，加工j有馬鈴薯(6.6ha)，甜菜(4.6ha)，大豆:(2.6ha)， 
小豆 (2.3ha)，金持(l.1ha)，緑Jt:(7.0ha)である. また，野菜類に，スイートコーン (0.4ha)，カボチャ
(0.4ha) ，アスパラ (O.4ha)がある. ，1~~鈴警の品経は，トヨシロ (3.5ha) とスノーデン種 (3.1 ha) である
緑肥は， ヒマワリとキカラシが4.5ha，熊麦が2.5haである.一辺 545mの正方形のI:R酉には， )1が2
本流れているj湯河?もある
2 )経営の変化















農業労働力は，経営者 (47歳) 父 (75歳)，研修生 (47歳)と，臨時雇用 1名である.研修生と














直売で販売している.価格は lケースlOkgあたり 1800円であり， 2005年度は50ケースほど販売し
た.この販売価格は宅配を始めたIl寺から変えていない.北海道から内地への送料は料金の l割ほどで
ある カボチャの他絡は， 1箱10kgあたり 16001T.Iと 1700円である.前者は架i床という品種で、あり，
後者は越冬品種の伯iLで、ある.伯爵は皮が白く，主に菓子づくりなどに使用される 豆類は小豆，金
時，大豆，黒豆を直販で販売している.各品目とも 2kgの袋で販売するが， 2種類以上の豆を組み合









V -5 ):1lI作 4 品 I~I 十加工販売 (E農家)
1 )経営耕地
経営耕地は 40haであり，栽培作物は，小麦 (16ha).馬鈴薯 (8ha).fliU菜 (8ha).大豆 (8ha)である(第
81玄1b). 2005年には，大豆を 5ha 小豆を 3ha栽培した.作物のローテーションは，馬鈴薯一小麦一

























家族労働力は，経営主 (53歳) 妻 (47t1，史上息子 (21歳)である 経営主の息子はカナダの語学





穫した小豆は， 7割を静照県の和菓子屋3J苫舗に販売し 3部を農協と業者に販売した. また， トカ
チコガネ以外の馬鈴薯は，東京大田市場の東一(といち)と宇都宮市場へ販売した 小麦は，平均し
てlOaあたり 10俵(約600kg)の収量を得る.隣の農家ではlOaあたり 9俵以下であるなど，農家によっ
てlOaあたりの収量は 100kgほども異なる.今年 (2006年)の小麦は，天候不服で収穫時期は 1週
間ほど遅れているが， 11段の穏に 27~ 28の粒がついており， I会心のできjであるという.また，
部f菜は， 2007年から保温施設を使わず，藍播きにする予定である.小麦の収穫は， 19件の農家で共
同で行う. ドイツ CLAAS社製の 3台のコンパインで， 270haの耕地で使用する.小麦のプランター
は201佳(けい)である.畝IrJ]が30cmあるので 片側だけで3mの;番種ができる
馬鈴薯のトカチコガネは， コロッケmの品種で、ある. 2005 J'~三にコロッケを 3 万個作り，仁iコ皇道の








































l 万時間運転しでも i宇古で販売できるという.主な外 I~I のトラクター製造企業には， Fendt， Massey 
Ferguson， John Deere， VALTRAなどがある. また， 1豆i産のビートプランターは 4km/1I寺である治宝， フラ
ンス製は 7km/ 1寺である




たり 70~ 100 リットルのj罷薬を散布するように設定されている.小麦と馬鈴薯の除草には，チヨツ
ノfー という草刈り機を使用するようになった.10年ほど前にはトラクターにも車検が必要だったが
現在は 99ナンバーで登録できるため，車検が無くなり 維持費の負担が減少した. トラクターの税
金は年!日J1600 円ほどであり，保険は 7~8 千円ほどである








































この報告mの作成には{大の2つのliJf究助成金を伎JFJしました (1)平成 16-17・18年度科学研究費補助金 r1:1 
本農業の担し、ずーからみた民業維持システムの地域l]îj)!í~I'j<J liJl究j (悲flif:!iJI究 (8) (2)課題番号 16300291)研究代表











ITである なお，忠類村ーは， 2006 il三 2 丹に幕 ~ljll汀
に編入合併された
2) 山本 .111林(1980) のj民業地j或j玄分によれば，
北海道においてi定業・畜産が広い面積で展開する
j也i或は，次の 5つに大きく分けることができる
天野哲郎・八谷 (j1i) (2002):十勝地域における JI1
作方式の展開と野菜作の機械化.農業技術 57
385伊390
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との遷移地帯となっている. また， 11互種p~ (競走馬)
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Regional bases carrying the upland farming of TokachiうHokkaido
Takaaki NIHEI 
Focusing on the case of Obihiro City， this study examines the regional bases that curry the large scale upland 
farming of Tokachi pJain. Tokachi hoJds 12% of the whoJe upJand fieJd in Japan， and is known for a great 
amount 01" production in wheat， sugar beets， white potatoes and beans. The size of arabJe land per farm exceeds 
30ha， more than 16 times Jager than the average of Japan， however， there are subjects for the 1"uture management 
01" 1"arming especiaJJy in terms of popuJation dynamics of farm Jabor. Besides the management 01' conventional 
agricuJture with the combination 01' the four crops， advanced management for sustainable development in large 
scaJe 1"arming was con白rmedas foJJows; (1) scaJe enJargement of arabJe Jand by Jand lease， (2) speciaJization 
in wheat procluction with self工owneclCI巾 ngfacility， (3) process of agricultu凶 productsancl parcel sales by 
farm 
Key worcls: large scale uplancl farming， sustainable bases， Tokachi plainぅObihiroCity 
